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一
〇
二

迦
才

の
俄
悔

に

つ
い
て

小

林

尚

英

一

ま
ず

迦

才

の
基

本

的

な

往

生
観

に

つ
い

て

み
て

い
く

と
、

行
者
無

一一定
恵
分

一者
唯
須
下
専
念

二阿
弥
陀
仏

一求
レ
生
中浄

土
上
此
為

二要
路

二也

若
自
知
レ
有
二
定
恵
分

一者
則
於

二此
方

一修
レ
道
求
二
無
上
菩
提

一若
自
知

レ無

二定

恵
分

一者
則
須
下
修
二
浄
土
行

一就

一一浄
土
中

一求
中
無
上
菩

提
上
(
『浄

全
』

六
-

六
六
四
頁
)

と
述

べ

て

い
る
。

こ
れ

は

『
大

乗

起

信

論

』

の
説

示

に

二
致

す

る
。

こ

こ
で

の
迦

才

の
解

釈

は
衆

生

を

定

恵

の
得

分

に
よ

っ
て

区

別

し

て

お

り
、

定

恵

の
得

分

あ

り

と

知

る
者

は
此

の
界

に
お

い
て
無

上

菩

提

を

求

め

よ

と

し
て

い
る
。

こ

こ

で

い
う

定

恵

に

つ
い

て
具

体

的

に

迦

才

の

『
浄

土

論

』

の
な

か

か

ら

み

て

い
く

と
、

第

一
五
百
年

我
諸
弟
子
学
レ
恵
得
二
堅
固

二兼
修
二
余
行

一第

二

五

百

年

学

レ
定

得
二
堅
固
一兼
修

二余
行

一
(
『
浄
全
』
六
-
六

六
四
)

と
述

べ
て

い
る

よ

う

に
、

そ

こ

で

い
う

定

と

恵

を

迦

才

は
定

恵

と

い

っ

た

も

の
と

思
わ

れ

る
。

し

た

が

っ
て
迦

才

の
場

合

定

恵

の
分
、

あ

る

な

し
こ
の
界
で
無
上
菩
提
を
求
め
る
立
場
と
、
浄
土
の
行
を
実
践
す
る
立

場
の
二
つ
が
で
て
く
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
こ
こ
で
特
に
注
目
す
る
こ

と
は
、
前
述
の
如
く

「行
者
定
恵

の
分
無
き
者

は
唯
だ
須
ら
く
専
ら
阿

弥
陀
仏
を
念
じ
て
浄
土
に
生
ま
れ
ん
と
求
む
べ
し
」
と
い
っ
て
い
る
よ

う
に
、
浄
土
行
の
代
表
的
な
も
の
に
念
仏
を
挙
げ
て
い
る

こ

と

で
あ

る
。
ま
ず
こ
の
こ
と
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
論

を
進
め
て
い
き
た
い
。

『
浄
土
論
』
の
第
八
章

「
明
二教
興
時
節
一」
(『浄
全
』
六
-
六
六
四
)

を
み
る
と
、
そ
こ
に

「
謂
く
今
正
に
是
れ
繊
悔
念
仏
の
時
な
り
」
と
表

題
し
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
こ
で
は
、

第
四
五
年
造
一一立
塔
寺
一修
レ福
戯
悔
得
二堅
固
一兼
修
二余
行
一…
(
中
略
)
…
若

拠
二此
経
一今
是
第
四
五
百
年
余
既
無
二定
恵
之
分

一唯
須
二
修
福
戯
悔
一
(『浄

全
』
六
-
六
六
四
頁
)

と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
今
現
在
は
第
四
の
五
百
年
に
相
当
し
、
自

分
は
定
恵

の
分
な
し
と
し
、
た
だ
修
福
懴
悔
す
べ
し
と
し
て
い
る
。
さ

ら
に
は
ま
た
、

我
今
此
身
生
在
三第
四
五
百
年
中
二

切
聖
人
隠
不
レ現
時
難
レ
欲
レ
修
レ道
無
高

-614-



定
恵
分
一正
是
懴
悔
念
仏
之
時

(『浄
全
』
六
-
六
六
六
頁
)

と
い
っ
て
、
こ
こ
で
も
今
時
は
第
四
の
五
百
年
に
当
た
り
、
定
恵
の
分

な
く
、
懴
悔
念
仏
を
修
す
る
時
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に

れ
ら
の
解
釈
に
よ
る
と
、
迦
才
は

『
大
集
経
』
月
蔵

分
の
五
箇

の
五
百
年
説
を
引
用
し
て
、
今
は
ま
さ
に
仏
滅
後

の
第
四
の

五
百
年

に
当
た
り
、
定
恵
の
分
な
く
、
修
福
懴
悔
の
念
仏
を
す
る
時
で

あ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
こ
で
注
意
す
る
こ
と
は
迦
才

の
場
合
、

定
恵
の
得
分
な
き
低
下

の
凡
夫
に
往
生
を
勧
め
る
浄
土
は
、
娑
婆
世
界

に
近
接
す
る
欲
界

の
摂
と
思
わ
れ
る
。

二

そ
こ
で
し
ば
ら
く
迦
才
で
い
う
仏
土
観
を
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

迦
才
は
弥
陀

の
浄
土
に
つ
い
て
、

若
就
レ仏
論
則
妙
絶
二三
界
一若
従
二衆
生
一具
二
二
義
一或
摂
不
摂

(『浄
全
』
六

-
六
一三
三
頁
)

と
い
っ
て
、
こ
こ
で
は
三
界
の
摂
不
を
論
じ
て
お
り
、
も
し
仏
に
約
し

て
い
う
な
ら
ば
超
過
三
界
で
あ
る
げ
れ
ど
も
、
衆
生
の
所
見
に
従
う
な

ら
ば
摂

不
摂

の
二
義
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
不
摂
に
つ
い
て

は
、明

二不
摂
一者
若
是
初
地
已
上
菩
薩
及
羅
漢
辟
支
無
学
人
生
者
此
即
不
摂
由
下

巳
断
二正
使
一出
中三
界
上
故
也

(『浄
全
』
六
-
六
三
三
頁
)

と
い
つ
て
、
初
地
以
上

の
菩
薩
お
よ
び
二
乗
、
無
学
人
の
所
生
の
土
は

三
界
の
所
摂
で
は
な
い
と
説
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
人
は
三
界

の
煩
悩

を
断
じ
、
す
で
に
分
段
生
死
を
超
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
に
対

し
て
、

若
拠
一瓦
夫
及
三
果
学
人
往
生
一者
此
即
在
二
三
界
摂
一以
嵩此
等
衆
生
未
レ
出
二

三
界
一故

(『浄
全
』
六
-
六
三
二
頁
)

と
い
っ
て
、
凡
夫
お
よ
び
前
三
果
の
学
人

の
生
ず
る
土
は
三
界
中
欲
界

の
摂
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
衆
生
は
未
だ
三
界
の
惑
を
断
ぜ
ず
、
分

段
生
死
を
免
れ
な
い
と
し
て
い
る
。

迦
才
は
、
当
時

の
仏
教
思
想
の
流
れ
の
な
か
に
あ

っ
て
西
方
浄
土
を

低
く
お
さ
え
ざ
る
を
得
ず
、
し
た
が

っ
て
、
そ

こ
に
往
生
す
る
凡
夫
の

階
位
も
、
当
然
低
く
扱

っ
た
の
で
あ
る
。
迦
才

は
通
常
西
方
浄
土
通
報

化

の
説
を
立
て
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
迦
才
の
仏
土
観
は
、
如
来

の
側
に
つ
い
て
は
、
三
身
三
土
の
区
別
な
く
、

救
済
す
べ
き
衆
生
に
従

っ
て
、
報
土
、
化
土
を
荘
厳
す
る
と
い
う
に
あ

る
の
で
、
西
方
浄
土
通

報
化

の
説
も

一
理
は
あ
る
。
し
か
し
、

二
乗
凡
夫
の
往
生
す
べ
き
浄
土

と
し
て
は
、
迦
才
は
報
土
往
生
を
認
め
ず
、

三
界
の
摂
で
あ
る
化
土
往

生
を
勧
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
本
願
を
本
意
と
さ
れ
る
凡
夫
の
往
生
す

べ
き
浄
土
は
、
意
外
に
も
迦
才
に
お
い
て
は
最

も
価
値
の
低
い
境
域
で

あ
る
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
く
る
。
迦
才
は
、

問
日
已
知
三西
方
具
有
二三
土
一未
レ知
即
今
凡
夫
念
仏
願
レ生
得
二何
土
二
也
答

日
依
レ如
二摂
論
一唯
生
二化
土
一不
レ見
二法
報
土
二也

(『浄
全
』
六
-
六
三
〇

頁
)

迦
才

の
懴
悔

に
つ
い
て

(
小

林
)
 

一
〇

三
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迦
才

の
懴
悔

に
つ
い
て

(
小

林
)
 

一
〇
四

と
い
っ
て
、
凡
夫
が
念
仏
し
て
願
生
し
て
も
、
化
土
に
往
生
し
て
、
法

報
の
土
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
い
、
そ
の
往
生
の
土
は
三
界
の

摂
で
あ
る
と
説

い
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
本
願

の
正
意
が
凡
夫
の
た

め
で
あ
る
こ
と
を
強
調
せ
ん
が
た
め
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は
か
つ
て
摂
論

教
学
の
流
れ
を
汲
ん
だ
と
彼
と
し
て
、
通
論
家

の
諸
師
が
凡
夫
の
入
報

を
認
め
ず
、
別
時
意
を
唱
え
る
間
に
処
し
て
、
何
と
し
て
も
閉
ざ
さ
れ

て
い
る
凡
夫
救
済
の
門
戸
を
聞
か
ん
と
し
て
苦
闘
し
た
結
果
、

巳
む
を

得
ず
で
た

一
種
の
妥
協
説
で
あ
り
、
折
中
論
と
も
い
え
よ
う
。
迦
才
は

凡
夫
に
分

の
な
い
報
土
に
関
し
て
は
多
く
を
語
ら
ず
、
凡
夫
が
往
生
す

べ
き
化
土

に
つ
い
て
詳
論
し
て
い
る
。
人
を
勧
め
て
往
生
せ
し
め
ん
と

す
る
浄
土
が
、
何
故
三
界
の
摂
で
あ
る
か
と
い
う
疑
問
に
対
し
て
も
、

浄
土
が
三
界

の
摂
で
あ
れ
ば
こ
そ
、

三
界
の
惑
を
断
じ
な
い
衆
生
も
往

生
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

っ
て
、
三
界
を
超
出
し
た

浄

土

な

ら

ば
、
凡
夫

に
は
分
の
な
い
こ
と
と
な
る
か
ら
、

三
界
中
の
煩
悩
具
足
の

衆
生
を
界
外
の
報
土
に
生
ぜ
し
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
い
う
。
そ

し
て
つ
い
に
浄
土
が
三
界

の
な
か
に
あ
る
が
故
に
往
生
が
可
能
で
あ
る

と
い
う
結
論
に
至
つ
も
の
と
思
わ
れ
る
。

三

そ
こ
で
次
に
浄
土
に
生
ず
る
た
め
の
行
業
に
つ
い
て
み
て
い
く
こ
と

に
す
る
。
そ
の
理
由
は
こ
の
行
業
の
な
か
に
懴
悔
が
取
り
扱
わ
れ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
行
業
の
代
表
的
な
も
の
に
、
上
根
の
者
の
た
め

に
通
別
二
因
、
中
下
根
の
者
に
は
要
略
五
因
を
定
め
る
の
で
あ
る
。
そ

こ
で
迦
才
は
通
別
二
因
を
修
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
中
下
根
の
凡
夫
の

為
に

「就
二中
下
之
人
一要
唯
有
レ
五
」
」
(『浄
全
』
六
-
六
四
一
頁
)
と
い

っ
て
、
五
種

の
行
業
を
示
し
て
い
る
。
そ
こ
で
い
う
五
種
と
は
、
懴
悔

・
菩
提
心

・
念
仏

・
観
察

・
廻
向

の
五
つ
を
い
う
。

こ
の
中
下
根
の
凡

夫
が
修
す
る
五
種
は
、
上
根
の
通
別
二
因
の
な
か
で
、
通
因
の
な
か
か

ら
菩
提
心
の
み
を
選
び
と
り
、
別
因
よ
り
は
念
仏

・
観
察

・
廻
向
の
三

種
を
と
り
出
し
、
そ
れ
に
中
下
根
の
凡
夫
な
る
が
故

に
懴
悔
を
加
え
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
こ
こ
で
い
う
懴
悔

を
迦
才
は
ど
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

一
先
須
レ懴
三悔
無
始
已
来
障
レ道
悪
業
二恐
与
二浄
土
一作
二留
難
一也
如
二方
等

経
仏
名
経
中
所
説
一
(『浄
全
』
六
-
六
四
二
頁
)

と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で

一
つ
懴
悔
等
を
説
く
中
下
根

の
機
根

に
つ
い

て
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。
周
知
の
如
く
迦
才

に
お
け
る
上
輩

・
中
輩

・
下
輩
の
機
根
に
つ
い
て
は
、

前
之
三
品
並
是
大
乗
人
其
中
輩
三
品
多
是
小
乗
人

也
…

(中
略
)
…
若
論
二

下
輩
三
品
一惣
是

一
切
起
悪
凡
夫

(『浄
全
』
六
-
六
三
六
-
六
三
七
頁
)

と
い
っ
て
、
大
乗
の
機
を
上
輩
、
小
乗

の
機
を
中
輩
、
起
悪

の
凡
夫
を

下
輩
に
配
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
懴
悔
等
の
中
下
根
の
機
根
を
考
え

る
と
、
中
下
根
と
は
宇
野
禎
敏
氏
に
よ
る
と
、

九
品
生
中
で
い
う
、
上

品
下
生
と
中
品
下
生
と
下
輩
三
品
を
指
す
も
の
と
し
て
い
る
。
そ
の
理

由
を
探
る
と
、
ま
ず
上
品
下
生
に
つ
い
て
迦
才

は
、
「
上
品
下
生

者

惣
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是
十
信
前

一
切
趣
善
凡
夫
」

(『浄
全
』
六
-
六
三
六
頁
)
と

い

っ
て

お

り
、
中
品
下
生
に
つ
い
て
は
、
「中
品
下
生
者
在
二小
乗
五
停
心
観
前
一

受
二
五
戒

一
已
去

一
切
趣
善
凡
夫
」
(『浄
全
』
六
-
六
三
六
-
六
一三
七
頁
)

と
い
っ
て
お
り
、
下
輩

の
三
生
に
つ
い
て
は
、
「
論
二
下
輩
三
品
一
惣
是

一
切
起
悪
凡
夫
」
(『浄
全
』
六
-
六
三
七
頁
)
と
い
っ
て
い
る
。
こ
れ

に

よ
っ
て
理
解

で
き
る
こ
と
は
、
上
品
下
生
、
中
品
下
生
、
下
輩

の
三
生

を
す
べ
て
凡
夫
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
に
よ

っ
て
懴
悔

等
を
説
く
中
下
根

の
機
根
に
充
当
さ
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
換
言
す

れ
ば
中
下
根

の
機
根
は
す
べ
て
凡
夫
を
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
が
理
解

で
き
て
く
る
。

こ
の
凡
夫
に
つ
い
て
、
迦
才
は
、

法
蔵
比
丘
四
十
八
大
願
初
先
為
一二
切
凡
夫
二後
始
兼
為
二三
乗
聖
人
一故
知
浄

土
宗
意
本
為
二凡
夫
一兼
為
二聖
人
一也
一…

(中
略
)
…
故
知
浄
土
興
意
本
為
三

凡
夫
一非
レ為
二菩
薩
一也

(『浄
全
』
六
-
六
四
三
頁
)

と
い
っ
て
、
四
十
八
願
の
説
願
の
次
第
順
序
に
お
い
て
、
凡
夫

の
た
め

に
す
る
も
の
は
初
め
に
位
し
、
聖
者
の
た
め
に
す
る
も
の
は
後
に
置
か

れ
て
お
り
、
浄
土
宗

の
意
は
本
と
凡
夫

の
為
に
し
、
兼
ね
て
聖
人
の
為

に
す
る
も
の
だ
と
い

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
迦
才
が

「
浄
土
宗

の
意
は
本

と
凡
夫

の
為
に
し
兼
ね
て
聖
人
の
為
に
せ
り
」
と
い
う
と
き
、

そ
の
真

意
は
地
前
以
上

の
聖
者
、
菩
薩
は
す
で
に

の

『
浄
土
論
』

の
勧
誘
に

は
係
わ

り
の
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い

る
。
し

た

が

っ

て
、
迦
才
が
兼
ね
て
聖
人
の
た
め
と
い
う
こ
と
は
、

一
転
し
て
菩
薩
聖

者
は
、

こ
の
よ
う
な
低
級
な
浄
土
往
生
の
法
門
を
必
要
と
し
な
い
と
い

う
こ
と
に
通
ず
る
の
で
あ
る
。
故
に
迦
才
の
い
う

「
本
と
凡
夫
の
為

に

し
て
」
と
い
う

の
は
、
善
導
浄
土
教
と
は
、
そ

の
発
想
の
原
点

に
お
い

(3
)

て
基
本
的
に
は
対
立
す
る
と
思
わ
れ
る
。

四

そ
こ
で
次
に
本
論
で
あ
る
懴
悔
に
つ
い
て
触

れ
て
い
き
た
い
。
ま
ず

懴
悔
に
つ
い
て
は
、
迦
才
は
下
輩
の
三
品
に
つ
い
て
明
か
す
箇
所
に
お

い
て
、

若
人
破
レ戒
心
生
二漸
椀
一依
二大
乗
経
一懴
悔
得
レ滅
二罪
相
一
(『浄
全
』
六
-
六

三
七
頁
)

と
述
べ
て
る
よ
う
に
、
懴
悔
に
ょ
る
滅
罪
が
説

か
れ
て
い
る
。
罪
悪
的

存
在

の
中
下
根

の
者
に
お
い
て
は
、
前
述

の
如
く
、

そ
こ
で
は
ま
ず
最

初
に
他

の
行
業
に
先
だ

っ
て
、
懴
悔

は
必
ず
な
さ
ね
ば
な
ら
な
い
も
の

と
し
て
い
る
。
ま
た
こ
の
文
で
は

「
一
つ
に
は
先
ず
須
ら
く
無
始
よ
り

こ
の
か
た

已
来
…
…
」
と

い
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
中

下
根
者
に
と

っ
て
は
、

懴
悔

に
よ

っ
て
罪
相
を
滅
し
た
後
、

は
じ
め
て
第
二
の
発
菩
提
心
な
ど

の
往
生
の
行
業
を
修
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
す

る
こ
と
に
よ

っ
て
、
は
じ
め
て
罪
悪
的
存
在
の
中
下
根
者
は
、
前
述
の

如
く
上
根

の
者
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
往
生
行
を
具
足
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
る
。
そ
れ
を
具
体
的
に
述
べ
て
い
る
箇
所
を
み
て
い
く
と
、
懴

悔
滅
罪
し
た
後

「
専
心
念
仏
及
作
二観
行

一者
並
在
一脚前
三
輩
中

一
生

不
下

迦
才

の
懴
悔
に

つ
い
て

(
小

林
)
 

一
〇

五
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迦
才

の
懴
悔

に

つ
い
て

(小

林
)
 

一
〇

六

入
二
下
輩
中
一論
上
也
」
(『浄
全
』
六
-
六
三
七
頁
)
と
い
つ
て
い
る
こ
と
に

よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。
た
だ
こ
こ
で
注
意
す
る
こ
と
は
前
述

の
如
く
、

「
大
乗
経
に
よ

っ
て
懴
悔
す
れ
ば
」
と
い
っ
て
、
大
乗

の
経
典
に
よ

っ

て
懴
悔

す
る
こ
と
が
、
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
故
に

「
方
等
経

仏
名
経

の
中

の
所
説

の
如
し
」
と
い
っ
て
い
る
よ
う
に
、
中
下
根
者
の

往
生
因
で
あ
る
懴
悔
は

『方
等
陀
羅
尼
経
』
と

『
仏
名
経
』
に
よ

っ
た

こ
と
が
理
解
で
き
る
。

た
だ
中
下
根

の
罪
悪
的
存
在
の
凡
夫
が
、
「
不
下
発
二
菩
提
心
一漸
塊
懴

悔
上
一
入
二悪
道
一無
レ有
二
出
期
一」
(『浄
全
』
六
-
六
六
五
頁
)
と
述

べ

て

い
る
よ
う
に
、
菩
提
心
を
起
し
て
も
、
懴
悔
が
な
け
れ
ば
悪
道
に
お
ち

る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

若
人
聞
レ説
下専
念
三阿
弥
陀
仏
一得
う生
二浄
土
嶋即
須
レ懴
二
悔
悪
業
一修
二
習
善

根
一持
戒
清
浄
専
念
二仏
名
二

心
不
レ乱
至
二百
万
遍
一者
臨
二命
終
時
一正
念
現

前
仏
即
来
迎
此
是
即
易
往
若
有
二衆
生
一聞
レ説
一一阿
弥
陀
仏
一
伍
故
造
レ
罪
錐
レ

念
二仏
名
一心
縁
二五
欲
二此
是
雑
結
使
念
臨
二命
終
時
一心
即
顛
倒
仏
不
二来
迎
一

此
是
無
人
也

(『浄
全
』
六
-
六
六
八
頁
)

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
持
戒
清
浄
に
し
て
、
念
仏
を
修
し
て
も
、
懴

悔

に
よ

っ
て
滅
罪
し
な
い
限
り
は
、
五
欲
に
惑
わ
さ
れ
た
心
の
状
態
で

あ
る
造
罪

的
状
態
、
す
な
わ
ち
結
使

(煩
悩
)
の
念
を
雑
え
る
状

態

を

相
続
す
る
限
り
は
、
往
生
は
不
可
能
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
以
上

の
こ

と
に
よ
り
、
こ
の
中
下
根
者
の
五
種
の
往
生
因
は
、
先
ず
懴
悔
を
し
て

悪
業
を
滅

し
、
後
に
善
な
る
功
徳
を
積
ん
で
い
く
と
い
う
形
が
と
ら
れ

て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
中
下
根
者
の
往
生
因
と
し
て
示
さ
れ
た
他

の
四

種
、
す
な
わ
ち
菩
提
心

・
念
仏

・
観
察

・
廻
向

の
基
礎
と

な

る

も

の

が
、

こ
の
懴
悔
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
迦
才
は
懴
悔
を
そ
れ
の
み
で
完
全
に
独
立
し
た
浄

土
往
生
の
行
業
と
は
考
え
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
第

八

の

「明
二
教

興
時
節

二」
章
で
、
『
大
集
経
』
の
五
箇

の
五
百
年
説
を
引
用
し
、
そ
れ

は
、若

拠
二此
経
一今
是
第
四
五
百
年
余
既
無
二定
恵
之
分
一唯
須
二修
福
懴
悔
一修
福

懴
悔
最
為
レ要
者
観
二諸
経
論
一礼
レ仏
念
レ仏
観
三仏
相
好
一此
最
為
レ勝
也
(『浄

全
』
六
-
六
六
四
頁
)

と
い
っ
て
、
修
福
懴
悔
が
最
も
必
要
だ
と
し
て
い
る
。
道
紳

の

『
安
楽

集
』
で
は
た
だ

「
懴
悔
修
福
応
レ称
二仏
名
号
一
時

者
」
(『浄
全
』

一
-
六

七
四
頁
)
と
い
っ
て
、
修
福
懴
悔

の
具
体
的
な
実
践
行
と
し
て
称

名

念

仏
の
み
し
か
挙
げ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
迦
才
の
場
合
、
修
福
懴

悔

の
具
体
的
な
往
生

の
行
業
と
し
て

「
仏
を
礼
し
、
仏
を
念
じ
、
仏
の

相
好
を
観
ず
る
」
こ
と
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に

『正
法
念
経
』

を
引
用
し
た
箇
所
を
み
て
も
迦
才
は
、

又
仏
度
二衆
生
一自
有
二四
種
二如
一正
法
念
経
説
二

以
説
レ法
度
二衆
生
一二
以
二

光
明
相
好
一度
二衆
生
二
三
以
二神
通
通
力
一度
二衆
生
四
以
二名
号
一度
一衆
生
一此

四
之
中
相
好
名
号
正
当
二今
時
一観
二
察
阿
弥
陀
仏
相
好
一
及
称
二
仏
名
号
一
也

(『浄
全
』
六
-
六
六
四
頁
)

と
い

っ
て
、
今
時
に
お
い
て
は
観
察
と
称
名
念
仏
が
必
要
で
あ
る
と
し
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て
い
る
。
す
な
わ
ち

『
安
楽
集
』
で
は
五
箇

の
五
百
年
も
四
種
の
度
生

も
、
共
に

『
大
集
経
』
の
文
と
し
て
、

こ
の
二
文
を

一
連
に
引

か
れ
、

四
種
度
生

の
初
め
の
三
種
、
す
な
わ
ち
法
施

の
度
衆
生
、
身
業
の
度
衆

生
、
神
通
力
の
度
衆
生
は
や
が
て
逆
次
に
五
箇
の
五
百
年
の
初
め
の
三

箇
、
す
な
わ
ち
第
一

の
五
百
年
、
第
二
の
五
百
年
、
第
三
の
五
百
年

に

配
当
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
道
紳
は
こ
の

『
大
集
経
』
の
三
文
を

引
い
た
後
、

こ
れ
を
会
合
し
て
、
今
時
は
第
四
の
五
百
年
に
当
た
り
、

恵
学
も
定
学
も
多
聞
読
調
も
及
ぶ
こ
と
な
く
、
仏
の
三
業
の
化
益
に
洩

れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
懴
悔
修
福
し
て
、
仏
号
を
称
す
べ
き

で
あ
る
と

決
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
迦
才
は
経
文
を
別
別
に
引
用
し
、

し
か
も
五
箇
の
五
百
年
で
は
当
今
は
第
四
の
五
百
年
で
あ

っ
て
、
修
福

懴
悔
す
べ
き
だ
と
い
い
つ
つ
も
、
そ
の
修
福
懴
悔
の
内
容
は
礼
仏
と
念

仏
と
観
相
好
と
が
最
勝
で
あ
る
と
い
い
、
ま
た
四
種
度
生
で
は
第
二
と

第
四
と
を
併
せ
取

っ
て
、
相
好
と
名
号
、
す
な
わ
ち
観
察
と
称
名
と
が
、

正
に
今
時

に
相
当
す
る
と
し
た
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
相
好
を
観
ず
る

観
察

(第
二
の
相
好
)
と
称
名

(第
四
の
名
号
)
を
今
の
時
機
に
応
ず
る
行

法
と
見
て

い
る
の
で
あ

っ
て
、
称
名

(名
号
度
生
)
に

そ
の
基
本
的
立

場
を
置
く
道
緯
と
立
場
が
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
迦
才
が

『安

楽
集
』
を
受
け

つ
つ
も
、
四
種
度
生
の
解
釈
に
関
し
、
異
な

つ
た
立
場

を
取
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

次
に
迦
才
が
、
「第
九
教
二
人
欣
厭
一勧
一進

其
心
一」
と
あ
る

な

か
、

「
正
是
懴
悔
念
仏
之
時
」
(『浄
全
』
六
-
六
六
六
頁
)
と
い
っ
て
い
る

こ

と
や

「
第
八
明
二教
興
時
節
一」
で
も

「
今
正
是
懴
悔
念
仏
時
也
」
と
述

べ
て
い
る
文
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
れ

は
明
ら
か

に
道

緯

の

『
安
楽
集
』
の
説
を
受
け
た
も
の
で
あ

っ
て
、
そ
の

『安
楽
集
』
に
、

計
今
時
衆
生
即
当
二仏
去
レ世
後
第
四
五
百
年
一正
是
懴
悔
修
福
応
レ
称
二
仏
名

号
一時
者
若

一
念
称
二阿
弥
陀
仏
一
即
能
除
二
御
八
十
億
劫
生
死
之
罪
囲
一
念
既

爾
況
修
三常
念
一即
是
恒
懴
悔
人
也

(『浄
全
』
一
-
六
七
四
頁
)

と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
迦
才
が
い
う

「
懴

悔

念

仏
」
は

『
安

楽

集
』
に
影
響
さ
れ
た
こ
と
は
、
間
違

い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
立
場

は
後

の
善
導
に
も
表
現
さ
れ
て
き
て
お
り
、
『般
舟
讃
』
の
な
か
で
、

一
切
善
業
回
生
利
、
不
レ如
三専
念
二弥
陀
号
凸念
念
称
名
常
懴
悔
、
人
能
念
レ

仏
仏
還
憶

(『浄
全
』
四
-
五
三
八
頁
)

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
「念

々
の
称
名
は
常

の
懴
悔
な
り
」
と

い

つ

て
い
る
。
以
上
、
懴
悔
を
中
心
に
述
べ
て
き
た
が
、

こ
の
迦
才

で
い
う

懴
悔
は
具
体
的
に
は
他
の
行
業
と
の
合
揉
に
お
い
て
行
わ
れ
た
と
思
わ

れ
る
。
す
な
わ
ち
、
中
下
根
で
説
く
よ
う
な
菩
提
心
も
念
仏
も
観
察
も

廻
向
も
み
な
懴
悔
と
の
合
繰
で
あ
り
、
換
言
す
れ
ば
懴
悔
を
踏
ま
え
る

こ
と
が
必
須
条
件
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

1

稲
岡
了
順
稿

「迦
才
の
本
為
凡
夫
兼
為
聖
人
説

に
つ
い
て
」
(『印
仏

研
』
三
六
-
一
)
参
照
。

2

「迦
才

『浄
土
論
』
に
お
け
る
懴
悔
」
(『
印
仏
研
』
三
二
-
二
)
参

照
。

3

稲
岡

『
前
掲
論
文
』
参
照

<
キ
ー
ワ
ー
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懴
悔
、
滅
罪
、
『浄
土
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学
講
師
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迦
才

の
懴
悔

に

つ
い
て

(
小

林
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一
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